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   はばたけ！丘の子 ～ 全国中学校体育大会で活躍 ～ 

 緑ヶ丘中学校3年のと「木下博貴」さん（上川路在住）と「松村翼」さん（長野原在住）

が、過日開催された全国中学校体育大会に出場し、活躍されました。 

木下博貴さんは、陸上競技に出場し、100mで10秒97を記録、全国大会で2位になりま

した。短距離のエースと言われ、プレッシャーもありました。10月に開催される国民体育大

会（長崎）に県代表で出場、大会までは毎週合宿があります。今後は、高校・大学とがん

ばっていきたいとのことです。 

松村翼さんは、水泳競技に出場し、男子背泳ぎ100mでは1分01秒94、男子背泳ぎ

200mは2分11秒80と自己ベストには及ばず残念だったそうです。今後は、地元の高校へ

進学し、水泳を続け、インターハイや国体で上位を目指したいとのことです。 

全国中学校体育大会に出場するには、南信大会・県大会・北信越大会を勝ち抜いて出られ

る大会です。 

今後、どのような活躍をされるのか、地元から温かいエールを送りましょう。（区長会） 

 去る8月31日（日）、飯田市の地震総合防災訓練に連動し、竜丘地区地震

防災訓練が行われました。 

 この訓練は、自らの安全確保を行う「シェイクアウト訓練（ダンゴムシの

ポーズ）の実施」と「安否・被害状況の把握」を共通の訓練とし、併せて各

区独自の防災訓練が行われました。 

 訓練には、総勢3,078名の地区民が参加しました。（各区から報告。前年

比129名増） 

 今回の訓練を通じ、日頃から防災意識を高めておくことの必要性を強く感

じたところです。今後は、地震ばかりではなく、土砂災害などについても考

えていくことが必要です。             （竜丘自主防災会） 

 備えあれば憂いなし ～ 竜丘地区地震防災訓練が行われる ～ 

 ハーブの魅力に魅せられて ～ ミニクッキング教室開催 ～ 

 8月24日（日）、「ハーブの楽しみ方とハーブによるミニクッキング教室」が開

催されました。ガーデニングと同様、ハーブにも興味がありましたので、友人と一

緒に参加させていただきました。今回は、ピザ・クッキー・ハーブティを飯田市保

健課の栄養士さんに教えて頂きながら作りました。 

家庭では、なかなかハーブを使った料理を作る機会がありませんでしたが、庭の

隅にある身近なハーブが簡単に取り入れられることを知る良い経験でした。味はも

ちろんのこと、参加した皆さんとワイワイ話しながら作る時間は楽しかったです。 

ハーブは香りだけでなく、アロマ効果や身体にとても良いので、もっと学んでみ

たいし、今回のような企画が増えて欲しいと感じました。（参加者 藤田 妙子） 

  「敬老の日 長寿祝賀訪問」 
 去る9月12日、88歳のお宅を訪問する「敬老の日 長寿祝賀訪問」が行われまし

た。 

 竜丘地区では、今年、35名の方のお宅へ、各区区長・各区福祉健康委員会委員

長が訪問し、祝金品の贈呈をしました。 

 訪問したあるお宅では、ご本人もとても元気そうで、ご本人及びご家族の方も大

変喜んで受け取っていただきました。 

 私たちも先人の方々からいろいろと学んでいきたいものです。 

                        （区長会・福祉健康委員会） 



 第23回長野県赤十字救急法競技大会に出場して 
 2年に1回、県内持ち回りで行われているこの大会が、今回初めて飯

田市（松尾の勤労者体育センター）を会場に開催されました。 

 救急法で学んだ知識と技術を再確認するとともに、より広く県民に

赤十字救急法や赤十字思想を普及することを目的とし、大会には県内

から消防団・赤十字奉仕団・小学生・高校生の51チームが参加しまし

た。 

 当日は、午前中に三角巾リレー、午後は救命手当の競技が行われま

した。 

 飯田市大会で入賞し県大会出場権を得て、普段の練習にも一層熱が

入っていました。救急員が少ないなか、県大会出場経験がある班員か

ら教えてもらったりするなど、普段通りの力が出せたと思います。し

かしながら、今回は入賞できませんでした。 

学んできた救急法は、いざという時に大いに役立ちます。 

同じ気持ちを共有できる仲間を待っています。奉仕団員でなくても大丈夫。私たちと一緒に学んでみませんか。                         

                            （飯田市赤十字奉仕団竜丘分団 分団長 小島 かづゑ） 

10月  3日（金） 19：00～     議会報告会（竜丘公民館） 

10月  4日（土）           竜丘保育園運動会、時又保育園運動会      

10月12日（日）           竜丘市民運動会（竜丘小学校校庭） 

10月28日（火） 10：00～     幼年消防クラブ結成式（竜丘保育園ホール） 

10月29日（水）           竜丘遺族会戦没者慰霊祭（開善寺） 

地域の皆さんと３５年 
     ～ 夏祭りに手作り煙火でコミュニケーション ～  

今後のおもな行事予定 ～平成26年10月～ 

昭和５５年、長野原壮年団発足したことをきっかけに、盆踊りと煙火打ち上げ

を同時開催、手作り煙火・売店・手作り神輿・魚のつかみ取りなどを企画する実

行委員制とし、多くの区民の皆さんが参加出来るようにしました。 

中でも手作り煙火は危険を伴うこともあり、また打ち揚げ従事者の資格も必要

になります。平成５年までは原田が資格を持っていたので、壮年団に手伝っても

らいながら作成していました。手作り煙火は、準備に半月以上かかり、手間暇と

危険が伴います。平成５年に、煙火に興味のある方を中心に、長野原煙火同好会

を発足し、皆に資格も取得しました。 

長野原納涼夏祭りも、今年で３５回（３５年目）になります。煙火は手作りなので、他では見れない仕掛けがあ

り、毎回工夫を凝らして作成しています。 

 ３５年間継続してきているこの行事は長野原の伝統行事になっていて、今後も区

民の戸数も増加し、コミニケ―ションを図る上で大切な行事であり、継続すること

が大切と思っています。 

 また煙火会では、成人式でも、お祝いの手作り煙火を披露させて頂いて、成人の

人達の思い出の記念になれたらと思って続けています。 

 今後もこの手作り煙火を伝統行事として、区民の皆さんの子供から高齢者まで強

い絆で暮らせるような地域になるようなことの一助になるよう続けて行きたいと思

います。                  （長野原煙火会 原田 忠治） 

 「人権擁護委員は、自由人権思想に関する啓発宣伝をすること，また，民間における人権擁護運動の助長に努める

こと，人権侵犯事件があった場合にその救済のために調査及び情報の収集をなし，法務局人権擁護局（長野県の場合

は長野地方法務局）への報告，あるいは関係機関に対して告発，勧告を行うなど適切な処置を講ずることを職務とす

る（人権擁護委員法第11条）」 

竜丘在住の「下平澄瑞」さんが法務大臣から人権擁護委員に委嘱され平成26年7月1日から活躍されています。                                             

                                              （区長会） 

人権擁護委員をご存知ですか 


